
水 曜日

10:00 ～ 11:00

　議 題　１ 建具機能復旧工事　設計監理費の見直しについて進捗

　議 題　２ 住宅防音事業においての居室一室の採択について

　議 題　３ 住宅防音事業の申込受付後　審査に至らない滞留世帯の解消について

その他
議題3でも話題に上がったが、今後予算はどんどん減少していくと思われます。

（別紙参照）

ありましたが、それに対し「防音工事に慣れた会社の方が正確なのではないか」と返

答。それから動きがない状態でした。

去る8/29㈮防衛局へ訪問し、課長・課長補佐と会話を行いましたところ、8月中に島

設計室を始め計3社に協力してもらい見積書作成、本省に提出済みでした。資料を頂

くことは出来ませんでしたが、協力会と意見は同じ（大まかに当協会資料の中間程度

どうすれば予算維持が出来るか、意見を求め、検討を行う必要があります。

待機世帯が無くなり予算を毎年丁度で使い切っていれば、予算を減らせる為、本省は
滞留世帯をリセットしようとしています。

なっていくと思われます。（いずれ100億を切る可能性もあり。告示の見直しに力を入

待機世帯の解消となれば、今後確実に予算は減っていき、防音工事事業全体の問題に

れていく）

区切りの無い家が多いため、本省へ同内容で問い合わせする予定となっています。

早めに返事を頂きたいと伝えてはいるものの、今回の審査には間に合わないと思われ
るため、設計会社は各自判断して対応が必要になります。

☑ ㈲日の出電気

ですが、建築基準法では形態が異なれば別部屋扱いになるうえ、沖縄県は県外と比べ

7月までの状況として、当協会所属の設計会社13社に協力していただき作成した設計
料資料を、本省へ提出。その後、本省より非所属事務所からも見積を取るよう指示が

の費用）だったことを確認しています。その後、本省から未だ回答・意見等の返答が

ないとのでした。継続して対応して貰っているそうなので、当会としては回答を待つ

→全国への調査が入る可能性あり

　（設計料に関する要請は、沖縄のみ行っている状況）

しかないという状況です。

今回の審査より、「敷居、鴨居等の仕切がない防音工事未実施の居室においては、使
用形態が異なる場合であっても、１室として扱うものとする」と条件が変わりました。
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